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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年8月14日(2008.8.14)

【公開番号】特開2005-157288(P2005-157288A)
【公開日】平成17年6月16日(2005.6.16)
【年通号数】公開・登録公報2005-023
【出願番号】特願2004-231014(P2004-231014)
【国際特許分類】
   Ｇ１０Ｈ   1/00     (2006.01)
   Ｇ１０Ｆ   1/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１０Ｈ   1/00    １０２Ｚ
   Ｇ１０Ｆ   1/02    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月30日(2008.6.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項６】
　演奏情報を生成するためのプログラムであって、コンピュータに、
　演奏操作に応じて動かされる移動部材の移動状態を連続的に検出する検出手順と、
　前記検出手段からの検出出力に基づき生成された前記各移動部材の移動状態に関するデ
ータを含む演奏情報であって、前記データが前記移動部材の種類に応じて夫々異なる数値
範囲が割り当てて成るものを生成する演奏情報生成手順と
を実行させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
　演奏情報を記録するためのプログラムであって、コンピュータに、、
　演奏操作に応じて動かされる移動部材の移動状態を連続的に検出する検出手順と、
　前記検出手段からの検出出力に基づき生成された前記各移動部材の移動状態に関するデ
ータを含む演奏情報であって、前記データが前記移動部材の種類に応じて夫々異なる数値
範囲が割り当てて成るものを生成する演奏情報生成手順と、
　前記演奏情報生成手段により生成された演奏情報を記憶する記憶手順と
を実行させるためのプログラム。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　記憶装置２６０は、上記生成した演奏情報を記憶するものであり、例えばハードディス
ク装置等の書き換え可能な適宜の記憶手段で構成して差し支えない。また、記憶装置２６
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０として、フロッピーディスク（登録商標）又はフレキシブルディスク（登録商標）、コ
ンパクトディスク（ＣＤ‐ＲＯＭ、ＣＤ‐ＲＡＭ）、光磁気ディスク（ＭＯ）、ＺＩＰデ
ィスク、ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）、半導体メモリ等、
適宜の形態の着脱可能な外部記憶媒体を利用してもよい。
　記憶装置２６０において、生成した演奏情報を記録するためのサンプリング周期は、記
憶装置２６０側で任意に選択できるものとしてよい。なお、本実施例においては、前記演
奏情報の生成・記録のためのサンプリング周期は任意の値で固定されるものとする。また
、記憶装置２６０において、全ての鍵１３０及び／又はハンマ１４２についての該演奏情
報を記録するのみならず、ユーザが該演奏情報のうち記録すべきノート番号を任意に選択
できるようにし、該選択されたノート番号に対応する鍵及び／又はハンマについてのみ記
録できるようにしてもよい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　拡張データ［Ｂｎ　１０　ｙｙ］及び拡張データ［Ｂｎ　１１　ｙｙ］による鍵位置の
記述能力の具体的な一例について、図１０を参照して述べる。
　先ず、第１の分解能（１ディジット＝０．２２５／１２８ｍｍ）の場合、正方向での相
対位置を表す拡張データ［Ｂｎ　１０　ｙｙ］では、対応する位置データが表す位置から
＋０ｍｍの位置を「ｙｙ」＝「００ｈ」で表現でき、また、対応する位置データが表す位
置から＋１２７＊０．２２５／１２８ｍｍ＝＋０．２２３２４２１８７５ｍｍの位置を「
ｙｙ」＝「７Ｆｈ」により表現できる。従って、拡張データ［Ｂｎ　１０　ｙｙ］は、第
１の分解能（１ディジット＝０．２２５／１２８ｍｍ）の場合、対応する位置データ［Ａ
ｎ　ｋｋ　ｘｘ］が表す位置から正方向に最大０．２２３２４２１８７５ｍｍの範囲の鍵
位置を、０．２２５／１２８ｍｍ単位の精度で表現することができる。一方、負方向での
相対位置を表す拡張データ［Ｂｎ　１１　ｙｙ］では、対応する位置データが表す位置か
らッ０ｍｍの位置を「ｙｙ」＝「００ｈ」で表現でき、また、対応する位置データが表す
位置から－１２７＊０．２２５／１２８ｍｍ＝－０．２２３２４２１８７５ｍｍの位置を
「ｙｙ」＝「７Ｆｈ」により表現できる。従って、拡張データ［Ｂｎ　１１　ｙｙ］は、
第１の分解能（１ディジット＝０．２２５／１２８ｍｍ）の場合、対応する位置データ［
Ａｎ　ｋｋ　ｘｘ］が表す位置から負方向に最小－０．２２３２４２１８７５ｍｍの範囲
の鍵位置を、０．２２５／１２８ｍｍ単位の精度で表現することができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　第２の分解能（１ディジット＝０・２２５／８ｍｍ）の場合、正方向での相対位置を表
す拡張データ［Ｂｎ　１０　ｙｙ］では、対応する位置データが表す位置（ｘｘ＝００ｈ
又は３０ｈ）から＋０ｍｍの位置を「ｙｙ」＝「００ｈ」で表現でき、また、対応する位
置データが表す位置（ｘｘ＝００ｈ又は３０ｈ）から＋１２７＊０．２２５／８ｍｍ＝＋
３．５７１８７５ｍｍの位置を「ｙｙ」＝「７Ｆｈ」により表現できる。従って、拡張デ
ータ［Ｂｎ　１０　ｙｙ］は、第２の分解能（１ディジット＝０．２２５／８ｍｍ）によ
り、鍵１３０のレスト位置又はエンド側の最大位置（ｘｘ＝００ｈ又は３０ｈ）から正方
向に最大＋３．５７１８７５ｍｍの範囲の鍵位置を、データ記述マージンとして、０．２
２５／８ｍｍ単位の精度で表現することができる。一方、負方向での相対位置を表す拡張
データ［Ｂｎ　１１　ｙｙ］では、対応する位置データが表す位置（ｘｘ＝００ｈ又は３
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０ｈ）からッ０ｍｍの位置を「ｙｙ」＝「００ｈ」で表現でき、また、対応する位置デー
タが表す位置（ｘｘ＝００ｈ又は３０ｈ）から－１２７＊０．２２５／８ｍｍ＝－３．５
７１８７５ｍｍの位置を「ｙｙ」＝「７Ｆｈ」により表現できる。従って、拡張データ［
Ｂｎ　１１　ｙｙ］は、第２の分解能（１ディジット＝０．２２５／８ｍｍ）により、鍵
１３０のレスト位置又はエンド側の最大位置（ｘｘ＝００ｈ又は３０ｈ）から負方向に最
小－３．５７１８７５ｍｍの範囲の鍵位置を、データ記述マージンとして、０．２２５／
８ｍｍ単位の精度で表現することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図９】
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【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１０】


	header
	written-amendment

